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地上では列車が地上の受信コイルの上を通過すると，送信ア

ンテナから送信されている情報を受信 コイノレを経て列車番 号受

信器により受信する。そして受信器はその信号波を検波し，周

波数組合せ符号に法づいて各信号波に対応する受信継電器をこ

う(狂) 上させ る。

その後この列車番号 の符号は，受信駅より受信継電:!6の緩点

により 2 進符号の まま C_ T.C. 回線にのせて中央(東京)ま で伝

送する。中央ではその 2 進符号を 10 進数字に変換して，持 列車

地上装置は，列車が列車番号に対応した符号の信号波を送信 集中表示盤の定められた位置に表示する。

しながら列車番号受信コイルの上を通過すると ， 受信された信 列車集中表示盤上に表示される列車番号表示は駅駅間に走行

号波は列車番号受信器に入り，各信号波を選択受信して，それ している列車の番号を表示する もので ， rlJ卓がその区間に進入

ぞれの信号波に対応した リレーを動作させる。この動作したリ の都度， 記憶表示し，列車が次駅に)iIJliすると列車検知軌道問

レーの条件は， 一定の順序に波べられて ， 2 進符号のままで C. 路によって到着信号が中央に伝送され，その列車の喬号表示が

T. C. 装置および細心同軸搬法通信装置によ って総合指令所に 消去 される。このように して列車番号は ， 列車の走行に伴い表

iき られ，ここで 10 進符号に変えられ， C.T.C. 表示盤上に， 3 示盤上で駅ご とに移動してゆく。(長嶋 隆)

けたの列車番号として表示される。 れ っ し々ばんごうひょうじそうち 列車番号表示装置

列車が，甲駅を発車すると ，総合指令所の C.T.C. 表示縦で 列車集中;制御所 (C.T.C. ) に設け られた列車集中制御表示継に

は，甲駅・乙駅聞に，その列車の番 号が表示され，列車が乙駅 停車場開単位で，運転中の列車の番号を自動的に表示して，列

に到着することによって ， 表示されていた列車喬号は消去され 車運転の集中市IJ御を使にしているもので ， 車上設備 と 池上設備

る。すなわち，各駅聞を運転されてレる列車の番号が数字で表 とか らなっ て し、る。

示される ものであり ，同一区間に同時に運転される列車につい 車 t設備は，車両の運転室(東京方) 計 器鍛に設けた列車番 号

てすべて表示される。(薄網富夫 ・ 荒金孝延) 符号設定r.ô・で 3 けたの列車番号 を設定する こと によ っ て ， 車内

れっし々ばんごうひょうじ 列車番号表示 新幹線の * 信号受信器収Y霊祭 1)') の列車番号送信深から ， 車体床 F 軌問中心

列車寄号表示装置は車上設備と地上設備とに分け られる。 軌上而上 200mm の高さに取り付けた列車醤号車上子を通 じて

車上設備は列車番号歓定器，列車番号送信器，およびi基信 7 定め られた刷波数を地上に向けて送信する。

yテナ より構成され，設定器は運転台に，アンテナは列車の :京 地上設備は，各停車場の進出fJlU列車検知軌道1"1路の外方軌間

京方最前頭の床下レールレベルよ り 200mm のところに取 り 付 内ま くら木上に長さ 5 m，制 500mm の地上 コ イルを設け ， こ

けられている。地上設備は受信コイルと列車番号受信器より構 の上を列車が通過することによっ て，車とか ら送信する周波数

成され，コイノレは各駅出発点の軌間内に設け，長さ 5m，幅 0.5m を受信 し，ホ 信号機総室内の列車番号受信械で 復調 して C.T.C.

の l タ ー ンコイルてーある。受信号2は 本信号機器室内に設置し， に伝i去する。

コイノレとは信号ケ ー フツレにより接続されている。 列車番号 の符号は， 3-5kc 祐域に 12 隠煩の周波数を(史朗し

運転台列車番号符合設定器

列車番号の送信符号は列車が出発する時に運転台の列車番号

設定穏のダイヤノレ操作によ っ て設定される。列車番号は 10 進

数字 3 けたであるが，設定昔~はこれを各けたごとに 2 進化 10 進

符号に変換する。 10 進数は 1 けた当り 4 の信号波により 2 進符

号に変換されるので，全部の 12 の信号波がこの符号伝送に使用

される。信号波の周波数は 3-5kc の帯域のものを使用し，各

周波数は 140c/s 間隔になっている。したがって列車番号設定器

のダイヤノレを操作することにより，送信器は定められた法目Ijに

従って送信すべき信号波を決定し，各周波数を同時に 200kc の

搬送波にのせ，車上の送信ア ンテナを経て地上に送信する。

て ， 3 けたの数字化パイナリ 一信 I.}で送信する。すなわち，列

車番号符号設定慌の科けたのダイ ヤノレを ， 定められた列車番号

に設定するこ と によ り ， これらの川被数と パイロット波が 200

kc の搬送波にのって常時事上干ーから送信されるので，列車が停

車場を出発 して地上子の上を通過すると，それを受信 し，各駅

信号機禄宝の受信加で復調して l白流符号で C. T.C. に伝送する。

C.T.C. では，その符号を特殊なリレ 群で記憶すると同時に

表示盤に表示する。

なお，その列車が停車場に進入する とき，停車場に設け られ

た列車検知 I '!l絡によ って列車の到 ，(}を検知し，到着信号が伝送

され，表示桜の表示は消ネーされる。このようにして，その表示

は列車の進行につれて表示量産上を停車場開ごとに移動してゆく 。

また，その表示は，停車場開に進入しうる厳大列車数ま で可能

であるが，停車場構内にいる列車の番号は，表示しなし、防造に

なっている。ー」車内信号受信装置。列車番号送受信装置。列

車集中古IJ御袋置。(桐村博之)

れっし々 lまあんぼうしき 列車保安方式 (新幹線の)

新幹線における列車運転の安全を確保する方法を列車保安方式

と L づ。この方式は，日常使用する常用保安方式と，これを使

用できなくなった とき，その代りに使用する代用保安方式とに

分けられ，次のような種類がある。

l 速度制御式 この方式は ， 先行列車との間隔および線路

の条件に応じて ， 車内に列車の許容運転速度を示す信号を現示

し，その信号現示に従って，列車の運転速度を低下する機能を

も った A. T. C. (automatic train control apparatus) を使用す
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